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＜患者様連絡事項＞

・畑中　成夫様～褥創の瘢痕についての資料を野沢Ｄｒより預かっています。主治医へ情報提供し本人へ渡していいのか確認したところ、明日診察を行い主治医から説明があるとの事です。

・木村　格治様～６/２３（土）９：３０～１１：３０まで他科受診と買い物の為、外出希望がでています。明日、主治医へ確認をお願いします。

　　　　　　　　前回の外出時、財布の中に薬が入っていた事主治医へ情報提供したところ、外出時に本人希望したら渡すよう指示がありました。スタッフオフィスの臨時薬ボックスに置いてあります。

・上野　千奈津様～本人より日中の眠気の訴え聞かれた為、本日の就床前薬からユーロジン(催眠鎮静剤・抗不安剤)（２）１Ｔ１×vds→ハルラック()（０,１２５）１Ｔ１×vdsへ変更となっています。

・佐藤　昌宏様～入院証明書が医事室に置いてある為、外泊時に本人へ渡してください。

・畑中　徹様～家族勉強会について退院が７月末の為、７月にはいってから奥様へ家族勉強会参加の有無を下平ＳＷから電話連絡するとの事です。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・榮田　豊様～ケアプラン検討を行なっています。

　　　　　　　♯１,イライラ・不満の言語表現が出来る

　　　　　　　　　Ｐ‐①イライラ・不満の内容を問う

②話せた事を評価

　　　　　　　　　　　③気分転換の促し

　　　　　　　♯２,タバコのフィルター集めがある

　　　　　　　　　Ｐ－①日常生活支援の導入

　　　　　　　夜間の睡眠不安定見られる為睡眠状況・日課の取り組み状況の観察行っていきましょう。イライラ感について言語化出来るように促していきましょう。

・中川原　義雄様～♯１,現在の状況（気分）を保てるように自己コントロールする必要あり

　　　　　　　　　　　Ｐ－①過度な刺激はできるだけさける様に促す

　　　　　　　　　　　　　②生活リズムを乱さない事も大切である事を説明する

　　　　　　　　　　　　　③気分が高ぶっている時は自分でも抑えれる様促す

　　　　　　　　　最近、低血圧でふらつきがある為炭酸リチューム(精神神経用剤)　　（２００）１Ｔが本日で止めとなっています。

　　　　　　　　　気分変動と日常の生活の行動の観察を行っていきましょう。

・木村　忠史様～歯痛が継続してあるとの訴えあり、６/２１（水）夕～　ヨウフェナック(解熱鎮痛消炎剤)２Ｔ２×朝、夕と７日分処方となっています。

・木村　格治様～本人より眠剤を減薬してほしいとの希望があり、来週の定期よりグットミン(催眠鎮静剤・抗不安剤)を減薬検討すると主治医より説明を受けています。

・市川　真紀子様～本人よりクリーム色と白色の薬を１錠ずつ増やしてほしいとの訴えあり、主治医より来週検討すると説明を受けています。

＜入院患者様＞

　小林　理恵様（31）～本日、西Ａユニットへ任意入院となっています。

　　　　　　　　　　主病名：情緒不安定型人格障害・神経性大食症

　　　　　　　　　　主治医：田名部Ｄｒ

　　　　　　　　　　担当スタッフ：宮澤Ｎｓ、音喜多ＣＷ

　　　　　　　　　　食事形態：ＤＭ２０単位

　　血圧測定：一日３検

平成15年より、抑うつ気分・意欲の低下が生じ、仕事へのストレスが溜まり過食するなどし、入退院をされています。

平成15年7月～10月札幌市の精神科へ入院。

平成17年5月24日～6月20日　青森市のおだぎりメンタルクリニックへ入院

平成17年9月21日～平成18年1月4日　芙蓉会病院精神科へ入院

平成18年5月23日～9月11日　芙蓉会病院へ入院

（平成18年5月23日からの入院時は、対人的な操作性・攻撃性があり、行動化する事もあったとの事。）

平成19年5月頃より不眠・抑うつ気分・意欲低下が著しく、今回入院希望あり、芙蓉会病院より紹介され、本日入院されています。

　　　　　　　　今後は、気持ちの言語化・安定を図りながら、自分の行為についての

振り返りを促し、どのようにしていきたいのか話し合って行きたいと思います。

　　　　　　　　入院時に本人、胃痛時に服用していたガスモチン(その他の消化器官剤)

　　　　　　　（３Ｔ）持参されており主治医へ情報提供し本人希望時に服用していいとの事です。西Ａのスタッフオフィスで預かっています。

